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内 容 抄 録

 腸チフス」或ハ「パラチフスA，乃至B症経過後持償

性菌排出者トナルモノト然うザルモノトノ間冤疫學的

二何等カノ相違アルニ非ザルカトノ推定二基キ「パラ

チフスB症患者14例二就キテ解熱後菌排出停止スルマ

デ「アレキシン」ノ消長ヲ樵シタルニ速二品排出止ムモ

ノニ於テハ早期ヨリ「パラ：B菌口封スル「ア」作用著明

二認メラル・モ，排出長期二心ル者二在リテハ初期低

下セル「アJ作用ノ菌排出停止前後二至リテ漸ク上昇ス

ルヲ見タリ，菌持績性排出者二於テハ「パラB菌二封

スル「ア」作用ハ出現スルニ至ラズ．而シテ以上何レノ

場合二於テモ「チフス菌，「パラA菌二i討スル「ア」作用

ハ良ク保持セヲレタリ．此等ノ所見ニョリ菌排出ト當

該菌二封スル「ア」作用トノ間ニハ密接ナル關係アルヲ

知ル可シ．
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   文 獄

第1章 緒

 腸「チフス」「パラチフス」A及ビ：B罹患患者

ノ大部分ハ下熱後闇モナク菌排出ヲ中止シ完全

治癒ヲナスモノナルモ稀ニハ糞便或ハ尿中二菌

排出ヲナシ所謂持績性菌排出者トナルモノア

リ．斯ル事ハ耽倉衛生上ノ見地ヨリ凱ルモ非常

二大ナル問題ニシテ斯ル急性傳染病獲現ノ源1・

ナル可キ，菌持績性排出者ハ萬全ヲ期シテ治癒

セシムベキナリ．然レドモ如何ナル患者が菌持

論

績性排出者トナルヤニ關シテハ未ダ根本的読明

ヲナスモノ無ク，共が治療＝先ダチテ其根本的

原因ヲ探究シ以テ治療二資ス可キナリ．然レド

モ菌聯想性排出者バー時二多籔例二至ル事ナク

其が研究二支障ヲ來シ易ク，從テ此方面ノ研究

一概日二至ル騎射閑二附セラレタル傾アリ．然

ル＝偶々昭和13年8月前後＝金澤地方二「パラ

チフス」B慢延シ下熱後比較的長ク糞便或ハ尿
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「パラチブス」B菌持績性排出者ト「アレキシソ」トノ關係二就テ 1857

中二菌ヲ排出セルモノ多数二丁メシ丁丁ルヲ以

テ之等ヲ利用シ其が原因ヲ追求セントシ先ヅ血

清ノ殺菌作用二就テ検シ幾分其が原因トナス＝

足ル成績ヲ牧メタリ．其成績ヲ報告スルモノナ

リ．

第2章七七 方 法

 検査二供セシ「パラチフスjB患者ハ総見14例ニシテ

大多数ハ長期二亘リ糞便或ハ尿中二「パラチフス」：R菌

ヲ排出セルモノニシテー職封照トシテ健康人5例二就

テモ同檬ノ橡査ヲ施行セリ．師翻脈血5ccヲ探血シ血

清分離ヲ行ヒ内容ヲ0・5ccトシ，5倍稀繹「ブイヨン」

ヲ以テ2倍，4倍ト256倍迄倍々稀羅ヲ行ヒ其二菌液

ヲ添加セリ．菌ハ，地道「チフス」菌，東大「パラ」A

菌，金大「パラ」：B菌ニシテ斜面塞天培地ヨリー白金耳

ヲ5ccノ「ブイヨンj二12時聞培養シ，更二其ヨリー白

金耳ヲ「ブイヨン」5cc中二6時間培養シ其ノー白金耳

ヲ稀羅血清二混ジ2時間37。二培養シ更二其ノー白金

耳ヲ24時閲牛板塞天培養ヲナシ護生セル聚落数ヲ計算

セリ．封照例トシテハ上述6時間培養セルモノノー端

金耳ヲトリテ血清ヲ入レザル5倍「ブイヨン」0，5cc申

二入レコレヨリ直チニー白金耳ヲ取り李板寒天培養ヲ

セルモノヲK2トシ更二2時闇37。二培養セルモノヲ以

テK1トセリ．護生セル聚落数ハ100以下ハ實轍ヲ以テ

示シ100 一一 500ヲ（十）トシ，500－10〔｝0ヲ（什）トシ，

1000－1500ヲ（冊），1500以上ヲ（冊）トセリ．而シテ

K2ハ大部分ハ400－600ノ聚落ヲ見「アレキシソ」検査

二使用セル菌門閥守髄400－600ト推定セラル．

 而シテ菌株ニヨリ血清ノ殺菌作用二相異ナキヤヲ慮

り實験二使用セル菌株ノ他二本學細菌學教室ヨリ瀧本

「チフス」菌，六事「パラ」A菌，米村「パラ」B菌ノ分譲

ヲ得，健康古血清二就テ同論ノ橡査ヲ施行シ實験ノ萬

全ヲ期シタリ．

 而シテ以上ノ實験ヲ約1ケ月ノ間隔ヲ置キテ菌排出

陰性トナルマデ行ヒ其間ノ血清殺菌作用ト菌排出トノ

闇二何等力關係ナキヤヲ槍シ其ト併行シテ「ヴイダー

ル」反懸ヲ瞼シタリ，爾槍便ハ排便アル毎二此ヲ行ヒ

タリ．

第3章實幌成幽
幽験成績ハ表示セル如シ，各表aハ「アレキ

シン」槍査成績bハ「ヴィダール」反慮検査成績

トス．今此ヲ通覧スルニ，

 1）安井例二於テハ下熱後105，143，175日

二於ケル検査成績ハ「チフス」「パラ」A左封ス

ル殺菌作用ハ認メシムルモ，「パラ」B・封スル

殺菌作用ハ無ク218日後＝至りテ「パラJ：B二封

スル殺菌作用現出セリ，糞便中ノ面舵210日ニ

テ陰性トナレルモノナリ．「ヴィダール」反鷹ハ

次第二低下セリ．

第1表 安井例（a）
解
熱
後

105日

143日

175日

菌

種

T
A
B

血 清 稀 繹 倍 数

2

十

T
A
B

1

柵

4 1 s i 16 i 32 1 64

1

柵

12

13

珊

1

柵

19

33

柵

4

冊

16

26

84

柵

柵

3

75

柵

冊

柵

5

十

柵

128

三

二

十

十

柵

2s61 Ki

B ＋＋1珊 冊

珊

柵

二

十

柵

柵
｛1冊

柵

珊

柵

備州柵圃州柵

K2

十

菌排出

十

十

甘i＋
218日1・【1・7215・1＋国＋1・21961柵門門
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第1表（b）
’1 so 1 ioo120014001soo

105日

143目

175日

218日

T
A
B

T

A
B

T
A
B

T
A
B

柵

柵

十冊昏

柵

柵

柵

冊

柵

冊

柵

二

心

冊

十十

冊

±

｛1冊

柵

冊｝

柵

柵

十

柵 冊

十

十

柵

160013200

柵 柵

2）石川例二於テハ下熱後107日二於ケル槍

査成績ハ「パラtl A， B二封シテ殺菌作用ヲ認メ

ズ．156日後二於テ「チフス」，「パラ」A二劃シテ

ハ，張度ナル殺菌作用ヲ有シ「パラ」：B二封シテ

血清2倍稀繹ノ部二殺菌作用出現セルモ糞便中

二菌伺陽性187日二於テ4倍稀繹ノ部二迄殺菌

作用出現シ191日後＝至りテ菌陰性トナレリ，

尚「ヴィダール」反鷹ハ次第二低下セリ．

第2表 石川例（a）
解
熱
後

107日

156日

菌

種

T

A
B

rl－

A
IB

血清四脚倍数
2

29

十

柵

32

引8
ナ

柵 柵

1 i，

十十

柵

柵

柵

・87日1・161＋1柵1＋H

32 1 64

整

正

17

96

冊

柵

甲

南

25

十

柵

州柵

128

柵

柵

柵

十

十

柵

12s6i Kl ］ K2

冊

柵

冊

什

柵

寸寸
二十
柵十J

柵十
十什十

冊十

菌排出

柵i幕

十

十

州刊16㌔

第2表（b）
1 1 so l iQo

107日

156日

187日

T
A

T

A
B

T
A
）B

柵

柵

±

±

柵

柵

柵

柵

2001400］sooi160013200

柵

柵

子冊

＋1一

一

一十

3）渡瀬例二於テハ下熱後93日，129日二於

テハ「チフス」「パラ」A二封スル殺菌作用ハ認

メラル・モ「パラ」B二選シテハ認メシメズ130

日後二菌陰性トナリ，160日後ノ熟計二「パラ」

B二面シ16倍稀繹二迄殺菌作用ヲ幽幽リ．術

「ヴィダt一・・ル」叉鋤ハ次第二低下シ160日後ニハ

陰性トナレリ．
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第3表 渡瀬例（a）
解
熱
後

93日

129日

菌

種

T
A
B

T
A
B

血清稀羅倍数
2 1 4 1 s 1 16 1 32 1 64 112si2s61 K，1 K，

冊

72

柵

2

冊

十

柵

、柵

7

十

耕

什IH

柵」

42

十

柵

柵

十

十

柑

什

柵

十

十

柵

柵

二

十・

十

柵

二

野｝

野

冊

柵

柵

十

十

十

菌排出・

・6・日IBI31・・1＋

・十

一一 ・130日

＋1柵圃柵1帥讐｝囲一

目3表（b）

目5・

 T
93日AIB

129日

160日

T
A
B

T
A
B

柵

｛冊

四

四

loo12001400

門

門

柵

二

野

柵

十

二

柵

十冊

十

800

柵

1600

±

柵

3200

柵

4）東例二於テハ下熱後80日＝於テハ「チフ

ス」，「パラ」A二樹シテハ可也強度ノ殺菌作用ヲ

示スモ「パラ」Bニハ之ヲ敏キ110日後二於テハ

「チフス」及「パラ」A三封スル殺菌作用ハ増大

スノレモ「パラ」B二樹シテハ同様漕網メズ，141

日後二至リテモ「パラ」B二謝シテ殺菌作用出現

セズ，函嶺陽性ナリ「ヴィダール」反tw ＝ハ磁化

ヲ認メズ．一

十4表 東 例（a）

解熱後 菌種 血 清 稀 繹 倍 数

2t418116132164i1281256國K・
菌排出

C

 Tl－
80日A－
 B 1’・H・

 rr 1－
110日A－
 BI・H・

21

一
1

十

十

1

3

’H

十

甘

44

10

冊

什

十

84

柵

翻
＋脳

十

干

柵

柵

冊

二

野

柵

柵

柵

柵

柵

工

柵

．柵

柑

一1 ：十

一1－
1－1

一1 十

・41日国州骨1州州珊1副柵1刑柵州＋
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第4例（b）

80日

110日

141日

rr

A
B

T
A
B

T
A
B

so l loo1200

十

十

柵

十

冊

十

十

柵

柵

十

冊

柵

柵

柵

400 1 soo ll（iiooi3200

±

±

5）小藏例二於テハ下熱後133日＝於テハ「チ

フス」菌二謝スル殺菌作用ノミアリテ「パラ」A，

：B二封シテハ認メシメザルモ163日後二至リテ

ハ「チフス」及「パラJA二封スル殺菌作用著シ

ク上昇スルモ尚「パラ」B二瀬シテハ認メシメ

ズ，190日後＝至りテモ樹B口封スル殺菌作用

出現セズ樹菌陽性ナリ，「ヴィダール」心慮竹島

第二低下セルモノノ如シ．

第●5表 小千船（a）

ノ

解熱後 菌種 血 清 稀 羅 倍 数

214 8 ・613216412812561K・iK・
菌排出

 Tl－
133日A柵
 ：B柵

 Tl－
163日A－
 Bl十
190日：B 柵

11－1一
・柵柵柵
・冊丁丁

一i12192

一！一1一

21 31一

柵柵冊
柵｝柵寺門

十1十1・Hd

64十什
什州取

得

柵

柵

柵

柵柵刑柵柵1柵1什

珊

珊

二

丁

二

三

冊

十1 十
什

十

1＋［ ＋

十

十

一：：：：」 ：一L ：M－L：：LX ：一L2：一L2 一L IJ－1 t－L ：L ：一什 十

一5表（b）

133日

163日

190日

T

A
B

T
A
B

T
A
B

so l ioo

柵

柵

十

十

柵

十

十

200

±

400［800  11600’3200
 1

6）堕本例二於テハ下熱後59，92日二於テ

「チフスJ及「パラ」A二封スル殺菌作用強度ナ

ルモ「パラ」：B二封シテハ之ヲ訣キ92日後二菌陰

性トナリ，123日後ノ槍査人平テハ「パラ」B二

封シ16倍稀繹二言殺菌作用ヲ有シ「ヴィダール」

智慮ハ陰性ナルモ123日後初メテ400倍迄陽性ト

ナレリ．
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第6表  塵本田 （a）

解
熱
後

59日

92日

菌

種

T
A

T
A
B

血清稀羅倍数
2 4 8

十

・H

16

十

柵

32

12

柵

工

7

十

64

十

柵

二

十

十

・23日IBI2［4164／＋洲甘

128

柵

柵

十

十十

柵

2s61 K，

柵

柵

柵

柵

柵

柵

柵
彬｝

二

野

柵

十冊｝

K2

十十

十十

什

菌排出

十

日6表（b）
日5・li・・12・・i4・・IS・・i16・・132・・

59日

92日

123日

T
A
B

T
A

rr

A
B 4醤｝ ｛柵 柵 十

7）伊達例二於テハ下熱後17，51日後二於テ

ハ「チフス」，「パラ」A二封シテ彊度ナル殺菌作

用ヲ有スルモ「パラ」B二封シテハ認メシメズ83

日後二至リテ「パラ」B二封シテ4倍稀繹ノ部二

二殺菌作用出現シ86日後＝至りテ初メテ菌陰性

1・ナレリ，「ヴィダ”ル」反鷹ハ次第二低下セル

モノノ如シ．

第7表 伊達例（a）
解
熱
後

17日

51日

菌

種

T
A
B

T
A

83司B

血1清稀羅倍数
214

3

モ冊

52

13

冊｝

柵

十

s ［ i6 1 32 1 64

44

柵

1

柵

7

10

二

丁

11

53

十Hf

2

柵

10

二

二

1

26

冊

12s12s6

十

柵

工

14

十

柵

柵

柵

柵

十

柵

什柵1柵i州州帯

K（

柵

柵

柵

柵

柵

K2

十

菌排出

十

十

副州一86日

［ 23 ）



1862 多賀・：白∴藤

井7表（b）

17日

51日

83日

T
A
B

rr

A
B

T

A
B

50

柵

柵

柵

柵

冊

±

柵

100

柵．

柵

柵

冊

柵

柵

200

柵

柵

柵

柵

儲

筆冊

400

号1什

冊冊

柵

十

柵

冊

800

冊

冊

柵｝

柵

±

1600

｛柵

・冊

一・

冊

3200

冊

｛琳

十

 8）恵免例．爽熱ナク「ザィダール」反慮「チフ

ス」「パラ⊥：Bハ3200倍迄陽性ナリ，護病後33日

二「アレキシン」検査ヲナセルモ「チフス」及「パ

ラ」A，：B二二シ殺菌作用ナク「ヴィダt’一’ル」反

鷹ハ「チフス」，「パラ」Bハ3200倍陽性ナリ52日

後二三陰性トナリ62日二於ケル「アレキシン」槍

査成績ハ「チフス」，「パラ」A二心シテ彊度ニシ

テ「パラ」：B二三テモ2倍稀繹迄殺菌作用ヲ出現

シタリ「ヴィダール」反鷹ハ次第二低下セリ．

第8表 恵冤例（a）
解
熱
後

33日

62日

菌

種

T
A
B

rll

A
B

血清塁上倍数
214

柵

柵

32

冊

柵

柵

十

8

三

鼎
モ冊

十

1 i，

モ冊

冊「

柵

柵

32

柵

柵
モ｝1｝

17

96

柵

64

三

盛

柵

25

十

柵

12s12s6

副柵
柵

柵

十

十

冊

柵

柵

柵

K－1 1 K2

柵
｛冊

柵

十

十

十

州＋
柵1十

柵十

菌排出

十

一52日

第8表（b）

33日

62日

1 50

T
A
B

T
A
B

柵

柵

｛冊

llt十

100

’冊

柵

柵

下

200

十冊

柵

冊

十

1400

柵

÷掛

十

soo lt600

柵

柵

柵

柵

3200

什

柵

 9）清水三二於テハ下熱後18日，52日ノ槍二

二於テ「チフス」「パラ」A＝＄tスル「アレキシン」

著明ナルモ「パラ」：Bニハ之ヲ鋏キ・75日二於テモ

Tパラ」：B二二スル「アレキシン」出現セズ81日後

二至リテ菌陰性トナリ退院セリ，退院時ハ「ア

レキシン」ヲ槍査シ得ザリキ．
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第9表 清水例（a）
解
熱
後

18日

52日

菌

種

T
A
B

T
A
B

75日IB

血清稀繹倍数
2141si i6
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十

十

冊
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十

柵
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甘
十暑什

1i2s12s6

十

二

柵

柵
モ柵

十

二

柵

柵

冊

Kl 1 K2

柵
・冊

柵

柵

柵圃副柵1冊1什

菌排出

十

十

一81日

目9表（b）
1 1 so l ioo120014001soo li60013200

18日

52日

75日

T
A
B

T
A
B

T
A
B

四

則

柵

十H十

｛冊

柵

柵｝

柵

柵

柵

柵

柵

冊

十

柵｝

±

10）齋藤例下熱後37日二於テハ「チフス」菌二

封シテノ殺菌作用ヲ有シ「パラ」A，：Bニハ鋏如

セリ・57日二：於テハ「チフス」「パラ」A二封シ

殺菌作用著明ナルモ「パラ」：B二戸シテ一義ク57

日後菌陰性トナリタリ，80H後二退院セルモ其

後ノ「アレキシン」槍査施行セズ「ヴィダt・・一ル」無

畜1高次第二低下ス．

第10表 齋藤例（a）

解 菌 血 清 稀 羅 倍 激
熱 菌排出
後 種 21418116國64［1281256国聾

㌧   9

T 1 4 5 4 一 3 十 十 柵 什 十

37日 A 柵 柵 柵 三十 柵 柑｝ 柵 柵 柵 什

B 柵 什 粁 柵 柵 柵 冊
壬｝冊

柵 什

T 64 34 十 什 十 什 十十 柵 柵 什 隔

57日 A 十 十 十 十 十 十 甘 甘 柵 什
B 柵 柵 柵 什 柵 柵 柵 柵 柵 什
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第10表（b）

50 100
2・・i4・・ 8・・i・6・・ 3200

37日

TA：B

一一柵 一一冊 一一柵 一一十 一一一 一一一 闘隅欄

57日

TAB ±±柵 ±±柵

一哺

齒¥

一一一 一一一 一一一 一一閣

11）吉野例＝於テハ下熱後60日ニテ菌陰性1・

ナリ，64日後二於ケル「アレキシン」槍査成績ハ

「チフス」及「パラ」A，：B二封シテ可也張度二

殺菌作用ヲ示シ「ヴィダール」反慮ハ「パラ」：B二

強陽性ノ成績ヲ湿生リ．

12）水野例二等テハ最：初ヨリ菌陰性「ヴィダ

ールJ反慮ハ「チフス」及「パラ」：B二陽性ニシ

テ下熱後21日＝於ケル「アレキシン」槍査成績ハ

第11表（a）

症

例

吉

野

水

野

黒

田

浮

田

解
熱
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64日

21日

82日
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十

2

十

61

十
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第11表（b）
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64日
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82日

24日

rli
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B
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B
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A
B

T
A
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so l ioo

柵

柵
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柵

柵

柵

十1什

モ柵
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柵

柵
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十

柵｝

200
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柵

，H

柵
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柵

4001soo

斗冊

十

±

柵

±

1600i3200

冊 十

「チフス」「パラ」A二封シテハ著明ニシテ「パラJ

：B二封シテモ強陽性トナレリ．

13）黒田例二於テハ下熱後75日＝テ菌陰性1・

ナリ，82日後ノ「アレキシン」楡査ニテハ「チフ

ス」「パラ」A二次デ「パラ」：B二封シテモ強度

ノ殺菌作用ヲ認メタリ．

14）浮田例二於テハ下熱後24日 ＝於ケル「ア

レキシン」槍査iニテ「チフス」「パラ」A二封スル

「アレキシンJノ作用著明ニシテ「パラ」：B二封

シテモ2倍稀繹二於ケル殺菌作用ヲ認メシメ31

日後ニハ菌陰性トナレリ．
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第12表 封照例（．1）
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第12表（b）

竹

本

濱

田

西

尾

飯

田

和

田

T
A

B

T
A
B

T
A

T
A
B

rr

A
B

so 1 ioo

・冊

柵

十

冊

20014001sooli600

非

才

十柵 冊 柵 下

3200

十

封上例トシテ5人ノ健康人二同一菌ヲ用ヒテ

「アレキシン」ノ強弱ヲ検セシニ第12表二示ス如

ク竹本，西尾，濱田，館田，和田例二三テモ略

々向様ノ殺菌作用ヲ示シタリ，’竹本，西尾，館

田例ハ「チフスワクチン」注射ヲ施行セル毛ノニ

シテ濱田，和田例ハ之ヲ施行セザルモノナレド

モ爾者ノ聞二著明ノ相違ヲ認メシメズ．唯「ワ

クチン」施行者ノ「ヴィダール」反鷹ハ陽性トナ

レリ．

菌株二依ル「アレキシン」作用ノ相違ヲ観ルニ

同一健康人血清二就テ十一シ結果ハ第13表＝示

スガ如ク「チフス」「パラ．j A「パラ」：B菌二封シ

略々併行的ナリ．
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第13表封紹例
J
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第4章所見総括与野考察

 以上ノ介与成績二部リ健康人日ドチフス」菌

「パラ」A及ビ：B菌二封シ通常或程度ノ殺菌作

用ヲ有スルハ事項ニシテ余ノ實験二於テハ勘

クトモ4倍稀繹二於ケル迄ハ「アレキシン」陽

性ノ成績ヲ得タリ．今文献ヲ見ルニRichard

Trommsdorff（4）ニヨレノミ「アレキシンJハ健康人

ノ総テが之ラ有シ實験方法ニヨリ其高低ハ準々

ナリトスルモ余ノ封照覧二割テ口写々同様ノ成

績ヲ得タリ，叉Al庁ed Pe亡terson（t）ハ「ゲラチン」

稀繹活動性血清二於テハ氏ノ成績ヨリ見レバ

0．75％一1．5％ノ部二殺菌作用ヲ示スモノトセ

リ．印健康人君病前二郷ニー定度ノ「アレキシ

ン」ヲ有シ之ヲ以テ冤疫ノー：部ヲ形成スルハ明

ナリ．然ルニー度急性傳染病二罹患スルや菌ノ

生禮内繁殖彊度トナリ其菌二封スル殺菌作用低

下スルモノノ如ク余ノ成績二於テハ實験ノ略々

全例二此ノ現象ヲ認メ得タリ．而シテ此ノ低下

ハ余ノ例ニテ明ナル如ク屡々長時日二亘ルモノ

ト考ヘラル・ガ三途二回復不ルヲ通例．トス．

Richard Trommsdorff（4）等モ敗血症ノ場合ニー一

時低下セル「アレキシン」ノ再ビ上昇スルモノハ

豫後ノ良好ナル事ヲ下血的二尉ジタルガ「アレ

キシンJハ即チ健康人ノ殺菌作用二他ナラザル

が故二感染防禦二際シ重要ナル役割ヲ演ズルモ

ノトシテ如旧事ハ當然考へ得ラル・所ナリ，果

シテ然うバ持績性菌排出者ノ獲生理由ヲ考察ス

ルニ當テモ亦「アレキシンJノ態度ヲ槍討スル事

物最モ手近ナル問題ナリト思惟セラル，蓋シ此

ノ如キ場合二於テハ感染ニヨル黒帯歌消退後モ

学生艦内二菌ノ棲息繁殖セルモノト考ヘラル・

モノナルヲ以テ「アレキシン」作用ノ不全上覧歓

如ヲ推定スルハ決シテ其理由ナシトセザルナ

リ，然ルニ愚智緒言ニテ述タル如ク持績性菌排

出者畢生原因ノ研究ハ今日早業等閑二付下ラレ

タル傾アリ從テ其ノ「アレキシン」ヲ検シタル報

告ノ如キモ，此ヲ：文献二i索ムル事能ハザルナ

リ．余等ノ群馬成績二野レバ上述ノ如ク「パラ

チフス」：B症経過尊母菌昌封スル「アレキシン」

作用ヲ歓キ同時二長期二亘リテ菌排出ノ停止セ

ザルモノアルヲ知り得ベシ，而シテ東，小藏ノ

2例ノ如キハ解熱後140－190日ヲ経ルモ，「パ

ラ」：B菌二封スル殺菌作用獲現セズ完全二持績

性菌排出者トナレリ，其他ノ症例二於テハ短キ

ハ31－92日長キハ130－210日後途二菌排出止ミ

シが其ノ前後二目テ「アレキシン」作用ノ獲現ヲ

見タリ，此等ノ例二見テ「アレキシン」上昇シテ

後菌排出停止スルニ至ルモノナリや或ハ菌排出

止ミテ後「アレキシン」ノ上昇ヲ來スモノナリヤ

ヲ国振スルニ石川，伊達，浮田例ハ「アレキシ

ン」作用先ヅ現レ然ル後二菌陰性トナルヲ示セ

リ，此ハ當然ノ順序ト考ラル・モ亦渡瀬，盤

上，齋藤例ノ如ク「アレキシン」獲現ヨリモ早期

二選陰性トナレルモノ無シトセズ，從テ軍二

「アレキシン」ノミヲ以テ菌排出停止ヲ説明シ難
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キ黙アル可キモ，少クトモ「アレキシン」ガ重大

ナル關係ヲ有スル事ハ明ナリ．果シテ然リトセ

バ或ハ護病前ヨリ「アレキシン」ヲ有セザル個禮

が存在シ此ノ如キモノが持績性菌排出者トナル

ニ非ルカトノ想像ヲ生ズルモ余等ノ實験ハ未ダ

此が解決ヲ與フルニ至ラズ．此ハ今後ノ研究＝・

値スル問題ナリト信ズ．術余等ノ二丁例三二第

4，5例二見ルが如ク㌧くう」B菌ノ持績性排出

者ハ「チフスJrパラJA二封シテハ張度ノ殺菌

作用ヲ有シ唯「パラ」B二封シテノミ之ヲ画面セ

ルモノナリ，故二「チフス」菌二封スル殺菌作用

ノ鉄如セルモノガ「チフス」菌ノ持績性排出者ト

ナルモノトモ考ヘラル．

 勿論之等ノ事實ヲ読明セシニハ「アレキシン」

ヲ再ビ分類シ「アレキシン」ノ稜生鉄陥等ヲ論ズ

可キニシテLachtschenko（2）ノ如ク「アレキシン」

ハ白血球中二成生セラルトノ読二依レバ此ノ方

面モ探究スベキモノナリ．叉W・：Kolle（3）ノ読

二從ヘバ更二血清ヲ活動性並二非働性トシ白血

球ノ添加等ヲ行ヒ分類シテ探究スベキナンド之

等ノ温温バ次回二二iJ，今日迄ノ成績ヨリ見V

バ菌温温性排出者トナレルモノニ於テハ同菌二

．封スル「アレキシン」ノ翁面セル事ハ明白ナリ．

債1「ヴィダール」反磨iト「アレ’キシン」トノ聞ニハ

明カナル關係ヲ認メザリシモ次第二値ノ低下ス

ル傾向ヲ示セリ．

第5章 結

 1》「パラチフス」R患者ノ．下熱後ノ菌排出期

間ト同菌二封スル「アレキシン」トノ間ニー定ノ

關係ヲ有ス．

 2）「パラチフスJ：B菌排出患者二幅テ低下セ

ル「アレキシン」ハ菌ノ排出停止前後二於テ再ビ

上昇ス．

 3）「アレキシン」ノ上昇二歩リテ菌排出ヲ停

止スルモノト推定サル．

 4）菌持績性排萬者＝於テハ同一二封スル

論

「アレキシン」ヲ認メシメズ．

 5）先天性＝或ル菌二封シ殺菌作用ヲ有セザ

ルモノアリヤ，アリトセバ斯ルモノが同菌二封

シ南極綾性排出者トナルや否やハ興味アル問題

ナレドモ未ダ不明ナリ．

 6） 「ヴィダP・ル」反臆ミト「アレキシン」トノ聞

ニハー閭m關係ヲ歯応シメズ．
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